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「
大
企
業
で
は
、
以
前
か
ら
労
働
環

境
の
改
善
に
取
り
組
む
会
社
が
多
か
っ

た
が
、
中
小
企
業
経
営
者
や
小
規
模
事

業
者
の
意
識
も
高
ま
り
、
問
い
合
わ
せ

件
数
が
増
え
た
」
と
話
す
の
は
、
古
賀

薫
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課
課

長
。
県
内
企
業
の
働
き
方
改
革
へ
の
取

り
組
み
が
着
実
に
進
む
中
、
今
年
４
月

に
施
行
さ
れ
た
「
年
次
有
給
休
暇
の
確

実
な
取
得
」
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

が
多
い
と
い
う
。
使
用
者
は
１
０
日
以

上
の
年
次
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ
る
労

働
者
に
年
５
日
を
確
実
に
取
得
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
談
内
容
の
多
く

は
「
盆
や
正
月
な
ど
各
社
の
所
定
休
日

と
年
次
有
給
の
兼
ね
合
い
、
パ
ー
ト
や

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非
正
規
雇
用
者
や
、

部
長
や
課
長
な
ど
管
理
職
に
も
適
用
さ

れ
る
の
か
」
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
「
労
働
条
件
の
不
利
益
な
変
更
に
な

ら
な
い
よ
う
に
対
処
す
る
こ
と
と
、
非

正
規
雇
用
者
、
役
職
者
も
労
働
者
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
ほ
し
い
」
と
答
え

る
一
方
で
、「
ま
だ
中
小
企
業
に
基
本

的
な
認
識
が
出
来
て
い
な
い
よ
う
に
思

う
の
で
、
同
関
連
法
に
関
す
る
周
知
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
意
気
込

む
。

　

ま
た
、
働
き
方
改
革
を
進
め
る
企
業

が
増
え
る
中
で
、
人
員
の
少
な
い
中
小

企
業
で
は
、
売
り
上
げ
に
占
め
る
一
人

一
人
の
割
合
が
高
い
た
め
、「
売
り
上

げ
水
準
を
保
て
る
か
」
と
い
う
悩
み

を
抱
え
る
経
営
者
も
多
い
。
そ
ん
な

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
２
０

１
０
年
に
売
り
上
げ
１
０
０
億

円
を
達
成
し
中
小
企
業
か
ら
中

堅
企
業
の
仲
間
入
り
を
果
た
し

た
が
、
依
然
と
し
て
人
事
評
価
制

度
や
給
与
体
系
は
長
年
に
渡
り

旧
制
度
の
ま
ま
だ
っ
た
。
５
０
周

年
を
迎
え
、
今
後
の
事
業
拡
大
を

見
据
え
て
本
格
着
手
に
至
っ
た
」

と
振
り
返
る
間
嶋
社
長
。

　

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
人
事

制
度
と
賃
金
制
度
の
改
革
だ
。
２

０
１
７
年
に
採
用
面
の
強
化
を

理
由
に
佐
世
保
市
か
ら
福
岡
市

に
本
社
移
転
し
た
同
社
は
、
佐
世

保
の
給
与
水
準
か
ら
福
岡
の
水

準
ま
で
賃
金
の
引
き
上
げ
を
実

施
。
人
事
制
度
で
は
階
級
を
よ
り
明
確

化
し
、
若
手
社
員
も
成
果
次
第
で
早
く

昇
進
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。
新

制
度
の
導
入
時
に
は
、
間
嶋
社
長
は
自

ら
全
拠
点
へ
足
を
運
び
、
直
接
社
員
へ

制
度
を
説
明
し
た
と
い
う
。「
社
員
が

『
会
社
が
賃
金
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め

　

富
士
通
グ
ル
ー
プ
と
し
て
九
州
を
基

盤
に
無
線
通
信
機
器
の
開
発
・
製
造
・

保
守
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
手
掛
け
る
㈱

九
州
テ
ン
。
前
期
売
上
高
は
過
去
最
高

の
１
８
４
億
円
を
突
破
す
る
な
ど
成
長

路
線
を
歩
む
同
社
は
、
創
立
５
０
周
年

を
迎
え
た
２
０
１
７
年
か
ら
働
き
方
改

働
き
方
改
革
実
践
企
業

〜
労
働
環
境
改
善
で
業
績
ア
ッ
プ
！
〜

左から間嶋力彦社長、社員の相川香織さん、寺岡優花さん、吉川友康さん

社員の心つかんだ働き方改革
㈱九州テン
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中
、
福
岡
労
働
局
が
委
託
す
る
「
福
岡

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
専
門
家
の
無
料
派
遣
を
実
施
。
社

会
保
険
労
務
士
な
ど
の
専
門
家
が
事
業

所
を
５
回
ま
で
訪
問
し
、
課
題
解
決
の

た
め
の
改
善
提
案
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
講
師
を
派
遣
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
働
き
方
改
革
に
か
か
る

費
用
面
に
つ
い
て
も
、
出
退
勤
管
理
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
導
入
、
更
新
費
用
に
関
す

る
「
時
間
外
労
働
等
改
善
助
成
金
」
や
、

生
産
性
向
上
に
資
す
る
設
備
・
機
器
の

導
入
や
事
業
場
内
最
低
賃
金
引
上
げ
を

支
援
す
る
「
業
務
改
善
助
成
金
」
な
ど

各
種
助
成
金
制
度
が
揃
っ
て
い
る
。

　

来
年
４
月
か
ら
は
、
中
小
企
業
で
も

月
４
５
時
間
、
年
３
６
０
時
間
を
原
則

と
す
る
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導

入
さ
れ
る
ほ
か
、
２
０
２
３
年
４
月
に

は
月
６
０
時
間
超
の
残
業
に
対
す
る
割

増
賃
金
率
が
５
０
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
。
そ
れ
を
前
に
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
に
は
、
さ
ら
な
る
労
働
環
境
の

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

脱・人手不足  働き方改革の特効薬
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日本システムスタディ
福岡県社会保険労務士会

　
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
が
今
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
。
年
次
有
給
休
暇

の
確
実
な
取
得
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
拡
充
な
ど
が
課
せ
ら
れ
た
ほ
か
、

来
年
４
月
に
は
中
小
企
業
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
導
入
（
大
企
業
は
今

年
４
月
１
日
か
ら
）
が
迫
っ
て
い
る
。
本
特
集
で
は
県
内
企
業
の
課
題
や
、
働

き
方
改
革
関
連
法
施
行
に
先
駆
け
て
労
働
環
境
を
改
善
し
た
企
業
の
実
例
を
紹

介
。
そ
の
ほ
か
、
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
企
業
の
特
効
薬
と
な
り
う
る
サ
ー

ビ
ス
も
紹
介
す
る
。

古賀　薫
福岡労働局

労働基準部監督課課長

■ 

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
が
人
材
確
保
、
業
績
向
上
に
繋
が
る

　

今
回
の
法
案
は
、
長
時
間
労
働
の
是

正
が
目
的
で
、「
働
き
方
改
革
」
は
労

働
者
が
、
子
育
て
や
介
護
な
ど
の
個
々

の
事
情
に
応
じ
た
多
様
で
柔
軟
な
働
き

方
を
、
自
分
で
選
択
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
改
革
だ
。
そ
の
た
め
に
は
日

本
の
雇
用
の
７
割
を
担
う
中
小
企
業
、

小
規
模
事
業
者
が
着
実
に
実
施
す
る
こ

と
が
、
真
の
働
き
方
の
改
善
に
繋
が
る

だ
ろ
う
。
古
賀
監
督
課
課
長
は
「
ビ
ジ

ネ
ス
は
相
手
が
あ
る
も
の
な
の
で
、
各

社
単
体
で
働
き
方
改
革
を
進
め
る
の
は

難
し
い
。
全
事
業
者
が
相
互
協
力
し
て

進
め
て
ほ
し
い
」
と
企
業
規
模
や
業
界

の
枠
組
み
を
超
え
た
取
り
組
む
を
促
す
。

　

現
在
国
内
で
は
、「
少
子
高
齢
化
に

伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
」、「
労
働

者
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
」
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
中
小
企
業
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

投
資
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
生
産

性
向
上
と
と
も
に
、
就
業
機
会
の
拡
大

や
意
欲
・
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る

魅
力
あ
る
職
場
作
り
。
そ
れ
が
人
材
の

確
保
、
業
績
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
利

益
増
に
な
る
好
循
環
を
生
む
理
想
形
の

構
築
と
な
る
よ
う
に
、
働
き
方
改
革
に

取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
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次
に
着
手
し
た
の
は
、
業
務
の
横
分

け
だ
。
こ
れ
ま
で
１
人
の
社
員
が
一
貫

し
て
担
当
し
て
い
た
業
務
の
流
れ
を
５

～
６
人
の
チ
ー
ム
制
へ
と
変
更
す
る
こ

と
で
、
社
員
間
の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
な
環
境
を
つ

く
り
だ
し
た
。「
導
入
当
時
は
分
担
制

に
適
応
で
き
ず
に
退
職
し
て
い
っ
た
社

員
も
い
た
」
と
話
す
が
、
こ
の
制
度
で

社
員
の
個
々
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
、
結

果
的
に
隔
週
２
日
だ
っ
た
休
み
を
完
全

週
休
２
日
ま
で
増
や
す
こ
と
に
成
功
し

て
い
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
給
与
形
態

も
歩
合
制
か
ら
固
定
給
へ
と
変
更
し
て

お
り
、こ
れ
に
つ
い
て
本
田
社
長
は「
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

す
る
社
員
で
は
な
く
、
当
社
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
一
緒
に
実
現
し
た
い
人
の
集
ま
り

に
し
た
か
っ
た
」
と
思
い
を
語
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
朝
礼
時
で
の
ハ
イ

タ
ッ
チ
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が
多
く

ル
ー
プ
で
は
、
１
５
年
か
ら
本
田
社
長

自
ら
が
主
導
と
な
り
、
労
働
環
境
の
改

善
に
努
め
て
い
る
。「
以
前
の
当
社
は

属
人
的
な
会
社
で
、
離
職
率
も
高
く
個

人
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
集
ま
っ
た
会
社
だ
っ

た
。
組
織
と
し
て
未
熟
で
社
内
の
関
係

性
も
希
薄
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
退
職

時
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
持
っ
て
い
か
れ

た
り
、
幹
部
社
員
が
次
々
と
退
社
し
て

い
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
」
と
当
時
を
振

り
返
る
。
社
員
の
離
職
に
思
い
悩
ん
で

い
た
中
、
知
り
合
い
の
社
長
か
ら
言
わ

れ
た
“
社
長
が
楽
し
ま
な
い
と
会
社
は

楽
し
く
な
ら
な
い
”
と
い
う
言
葉
を

き
っ
か
け
に
、
本
田
社
長
は
「
楽
し
く

仕
事
を
す
る
」
と
い
う
一
心
で
組
織
改

革
に
取
り
組
み
始
め
た
。
ま
ず
始
め
た

の
は
、
社
内
の
信
頼
関
係
作
り
だ
。
積

極
的
に
社
員
と
の
飲
み
会
や
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
な
が
ら
働
き
や
す
い
会
社
に
つ

い
て
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
た
と
い

う
。

　

２
０
１
８
年
１
月
か
ら
は
外
部
コ
ン

サ
ル
を
招
き
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
組

織
造
り
・
労
働
環
境
の
改
善
に
取
り
組

む
同
社
の
今
期
の
業
績
は
、
離
職
率
が

ピ
ー
ク
だ
っ
た
２
０
１
５
年
と
比
べ
て

約
１
・
５
倍
と
な
る
２
億
２
０
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
お
り
、
過
去
最
高
業
績

を
更
新
す
る
勢
い
だ
。
驚
く
べ
き
こ
と

は
、
２
０
１
５
年
と
現
在
も
社
員
数
は

１
５
人
前
後
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い

な
い
と
い
う
点
だ
。
事
業
領
域
の
拡
大

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
あ
る
と
は
言

え
、
定
着
率
の
向
上
で
社
員
一
人
ひ
と

り
の
業
務
効
率
が
着
実
に
上
が
っ
て
い

る
証
拠
と
言
え
よ
う
。

■ 

就
業
不
能
時
の
制
度
や

　
　
　
社
員
独
立
時
の
出
資
支
援
な
ど
も
検
討

第1回経営方針発表会での集合写真

■ 

業
務
の
分
担
制
導
入
で
年
間
休
日
数
ア
ッ
プ

　
「
舞
台
の
よ
う
な
街
づ
く
り
」
を
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
同
社
で
は
、
新
風

を
社
内
に
吹
き
込
む
べ
く
昨
年
度
か
ら

新
卒
採
用
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

本
田
社
長
は
さ
ら
な
る
労
働
環
境
の
改

善
に
向
け
た
新
制
度
も
検
討
し
て
い
る

と
い
う
。
事
故
な
ど
で
一
時
的
に
働
け

な
く
な
っ
た
社
員
に
一
定
額
を
出
せ
る

よ
う
な
就
業
不
能
保
険
制
度
や
、
独
立

時
の
出
資
制
度
、
留
学
の
た
め
の
長
期

休
暇
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
が
そ
の
一

例
だ
。「
即
戦
力
に
は
な
ら
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
今
い
る
社

員
に
与
え
る
影
響
は
多
い
と
判
断
し
た
。

新
卒
を
採
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
社

会
に
一
歩
出
る
責
任
を
当
社
が
負
う
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
引
き
続
き

組
織
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
語
っ
た
。

　

創
業
以
来
、
不

動
産
仲
介
・
管
理

を
は
じ
め
、「
ホ
ー

ム
メ
イ
ト
」
の
Ｆ

Ｃ
運
営
や
民
泊
ホ

テ
ル
不
動
産
の
企

画
・
運
営
な
ど
事

業
領
域
を
広
げ
て

き
た
ア
ル
マ
デ
グ

㈱アルマデ

ｐ
ｅ
ｅ
ｄ
」「
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
」
の
７
つ

を
掲
げ
て
お
り
、
今
後
は
小
冊
子
や
社

内
ポ
ス
タ
ー
、
さ
ら
に
動
画
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
周
知
を
広
め
て
い
く
と
い
う
。「
今

の
当
社
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
は
３
０
０

億
円
達
成
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、
決

し
て
簡
単
な
道
で
は
な
い
。
目
標
達
成

の
た
め
に
も
、
全
社
員
が
ベ
ク
ト
ル
を

合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
間
嶋
社
長
は

「
従
業
員
の
幸
福
を
追
求
す
る
こ
と
は

会
社
と
し
て
当
り
前
。『
顧
客
第
一
優

先
』
と
『
感
性
型
企
業
の
確
立
』
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
企
業
と
し
て

成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ

の
結
果
従
業
員
も
幸
福
に
導
い
て
い
け

る
。
わ
ざ
わ
ざ
理
念
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

入
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
」
と
明
か

す
。

　

ま
た
、
新
た
に
制
定
し
た
行
動
憲

章
「
７
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
」
で
は
、「
Ｃ

ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
」「
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ

ｅ
」「
Ｌ
ｅ
ａ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｍ
ｙ
ｓ
ｅ
ｌ

ｆ
」「
Ｃ
ｕ
ｓ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
ｒ 

Ｆ
ｏ
ｃ
ｕ

ｓ
」「
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」「
Ｓ

社
長
自
ら
率
先
し
労
働
環
境
を
改
善

　

こ
の
ほ
か
に
毎
週
水
曜
日
の
「
ノ
ー

残
業
デ
ー
」
や
、
業
態
に
応
じ
た
勤
務

形
態
の
適
用
、
定
年
引
上
げ
に
よ
る
シ

ニ
ア
層
の
活
用
な
ど
柔
軟
な
働
き
方
も

推
進
す
る
九
州
テ
ン
。
今
後
は
育
児
・

介
護
・
配
偶
者
の
転
勤
な
ど
を
理
由
に

退
職
し
た
社
員
を
再
度
就
労
す
る
「
カ

ム
バ
ッ
ク
制
度
」
や
、
社
員
が
人
材
を

紹
介
・
推
薦
す
る
「
リ
フ
ァ
ラ
ル
採
用
」

の
導
入
も
検
討
し
て
お
り
、
引
き
続
き

労
働
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く

方
針
を
掲
げ
る
。
健
康
経
営
の
点
で
は
、

４
月
に
佐
世
保
本
店
敷
地
内
に
社
員
向

け
の
運
動
場
が
完
成
を
迎
え
、
社
員
の

健
康
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
た
組
織

横
断
的
な
交
流
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

業
務
効
率
化
や
残
業
削
減
を
促
す
の
で

は
な
く
、
会
社
全
体
で
業
務
効
率
化
に

取
り
組
み
、
個
々
の
負
担
軽
減
に
取
り

組
む
企
業
と
し
て
の
姿
勢
が
あ
る
。
実

際
に
工
場
の
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
を
最

新
化
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
設
備
投
資

を
通
じ
て
効
率
化
を
進
め
て
い
る
。
制

度
改
革
と
業
務
効
率
化
に
同
時
に
着
手

す
る
こ
と
で
社
員
の
理
解
を
得
た
同
社

の
業
績
は
、
過
去
最
高
売
上
高
を
６
期

連
続
更
新
中
だ
。

に
取
り
組

む
の
か
』

と
感
じ
て

し
ま
う
の

で
は
な
い

か
不
安
視

し
て
い
た

が
、
そ
う

し
た
こ
と
は
比
較
的
な
く
、
納
得
し
た

上
で
制
度
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
」
と

話
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
単
に
社
員
の

■ 

企
業
理
念
の
「
従
業
員
の
幸
福
追
求
」
を
外
し
た
理
由

■ 

カ
ム
バ
ッ
ク
制
度
や
リ
フ
ァ
ラ
ル
採
用
な
ど
も
検
討

　

２
０
２
３
年
ま
で
に
売
上
高
３
０
０

億
円
を
掲
げ
る
同
社
で
は
、
今
年
６
月

に
社
是
・
企
業
理
念
・
行
動
憲
章
の
見

直
し
を
行
い
、
こ
れ
ら
３
つ
を
「
Ｑ
Ｔ

Ｅ
Ｎ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
と
総
称
し
て
い

る
。
社
是
は
こ
れ
ま
で
通
り
だ
が
、
今

回
の
改
定
で
企
業
理
念
の
「
顧
客
第
一

優
先
・
感
性
型
企
業
の
確
立
・
従
業
員

の
幸
福
追
求
」
の
う
ち
「
従
業
員
の
幸

福
追
求
」
の
文
言
を
あ
え
て
外
し
て
い

所
属
す
る
同
社
な
ら
で
は
の
４
か
国
語

あ
い
さ
つ
な
ど
、
社
員
の
ア
イ
デ
ア
を

採
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
朝
礼
も
取
り
入

れ
て
い
る
。
理
念
の
浸
透
と
い
う
点
で

は
、
朝
礼
時
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
や
仕
事

で
理
念
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
社

員
が
話
す
１
分
ス
ピ
ー
チ
の
時
間
を
設

け
て
い
る
。

今年4月に完成した社員向けの運動場

社内ポスター

本田幸一郎社長
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